
詩編と讃美歌 （84） 詩編 119 ①                  ２０２１．11．28． 

 

 119 編は （アルファベットによる詩） と但し書きがあります。

176節に及ぶ最長の詩編です。原典では同じ字母で始まる 8節

を含む段落がアルファベット順に続くとのことですが、日本語

訳ではアルファベットの言葉を捕らえることはできません。冒頭

に いかに幸いなことでしょう／まったき道を踏み、主の律法に歩

む人は。（１） とありますので、律法を守ることを勧める教訓詩

です。律法に向き合う詩人の感じていること、心の思いに注目

して、順を追って読みたいと思います。 

文字 イメージとなる聖句 

 アレフ 主の律法、主の定め、あなたの命令、あなたの掟、あなたの正しい裁き א 1

詩人は律法を守るとは 心を尽くしてそれを尋ね求める(2) ことであると言っています。習得し得

るものではなく、熱心に求め続けようと願います。その姿勢は 不正を行わず 恥じ入ることがない 

学ぶ まっすぐな心 感謝 など、誠実なものです。詩人は律法に従い、歩む人を代表して歌ってい

るようです。 いかに幸いなことでしょう と、求道は祝福であると喜んでいます。 

 ベト 若者／あなたの口から与えられた裁きをわたしの唇がひとつひとつ物語ります ב 2

 詩人は若者が求道するものと考えています。若者は誘惑に弱いので 教えてください 歩む道を

清め 迷い出ることのないように 過ちを犯すことのないように と、心を尽くしています。律法を暗唱

することを願っています。 どのような財宝よりも／あなたの定めに従う道を喜びとしますように。(14) 

と、清廉さをにじませています。掟を楽しみとしたいと願います。 

 ギメル 目の覆い／目を注ぎます／戒めを隠さないで ג 3

 詩人は安穏と過ごしてはおらず、この地では宿り人にすぎない 辱めと侮り を受け、わたしの魂

はやつれ果て 地位ある人々が座に就き／わたしのことを謀って などの苦境にも立たせられてい

ます。苦難に遭えば、それに捕らわれ、見えなくなります。 あなたの掟にのみ心を砕いていますよう

に。（23） とひたすら願います。 

 ダレト わたしの魂は塵に／わたしの魂は悲しんで／わたしを立ち直らせてください ד 4

 詩人は嘆き悲しんでいるようです。律法を学んでいるとはいえ、理解できず、偽りの解釈をした

り、挫折することがあるでしょう。違いを見分けるすべを主に求め、信仰の道をわたしは選び取りま

した／あなたの裁きにかなうものとなりますように(30) と、主に委ねる信仰を告白しています。 

 ヘー あなたの掟に従う道／ 最後まで／ 保たせて／ 成就 ה 5

 詩人は律法に従う道を示してもらい、律法を理解し、守り、導かれ、その道を保ちたいと願ってい

ます。 あなたの道に従って／命を得ることができますように。あなたの僕に対して、仰せを成就してく

ださい(37) と、最後の日までの道のりを進み、祝福の命を得ることを願っています。 

 『讃美歌 21』は ＜アレフ＞から＜へー＞までで、5つの讃美歌をあげていますが、153「幸いな人」

が 119 編の詩編歌で、ハインリッヒ・シュッツの曲です。 https://sanbika.blog.ss-blog.jp/2012-12-01 
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